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“ひと”と人をつないで 
　舟渡郵便局に勤務する佐藤秀一さんは（片貝）は、勤務歴３５
年のベテラン郵便マン。「大切な郵便物を確実にお客様のもと
へ届けたい」と話し、確かな責任感とともに温かな愛情が注が
れた郵便物を懐に抱く。 
　佐藤さんは、今日も配達をとおして“ひと”と人との橋渡し
役を務める。 

輝きの瞬間 
と き 
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山
形
県
が
主
催
す
る
「
食
」
と

「
農
」
に
関
す
る
教
育
実
践
表
彰

校
に
白
沼
小
中
学
校
（
永
沼
洋
美

校
長
）
が
選
ば
れ
、
山
形
県
農
業

協
同
組
合
中
央
会
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
同
校
は
、
学
校
田
を
利

用
し
た
米
作
り
や
炭
焼
き
体
験
学

習
な
ど
で
地
域
の
か
た
が
た
と
交

流
を
図
り
な
が
ら
、「
食
」
と
「
農
」

に
関
す
る
教
育
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
が
、
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
叶
水
中
学
校
も
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
小
国
町
消
防
出
初

式
が
一
月
九
日
、
ふ
れ
あ
い
の
家

と
ア
ス
モ
西
側
駐
車
場
な
ど
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

消
防
団
員
の
士
気
の
高
揚
と
地
域

住
民
の
防
火
意
識
を
高
め
る
た
め

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
雪
の
降
る
中
、
町
消
防

団
員
、
東
芝
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
特
設

消
防
隊
員
な
ど
約
二
百
人
が
参
加
。

参
加
さ
れ
た
か
た
が
た
は
、
防
火

パ
レ
ー
ド
や
祝
賀
放
水
、
ま
と
い

振
り
な
ど
が
威
勢
良
く
行
い
、
一

年
の
無
災
害
を
願
い
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
飯
豊
山
系
砂
防
事

務
所
（
古
川
正
幸
所
長
）
が
、
荒

川
上
流
や
玉
川
、
足
水
川
な
ど
町

内
六
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
河
川

監
視
カ
メ
ラ
映
像
を
町
役
場
へ
配

信
す
る
こ
と
と
し
、
一
月
十
九
日

に
こ
れ
に
係
る
協
定
書
の
調
印
式

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
カ
メ
ラ
映
像
は
、
光

ケ
ー
ブ
ル
で
送
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
役
場
で
も
同
時
に
映
像
を
受

信
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
防
災
対

策
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

光
で
結
ぶ
河
川
映
像

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
域
あ
げ
て
の

体
験
学
習
に
高
い
評
価

防
火
・
防
災
へ
の

誓
い
を
新
た
に

1/19

1/9

12/15
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町
地
産
地
消
推
進
協
議
会
が
主

催
す
る
伝
統
料
理
講
習
会
が
、
一

月
十
七
日
、
ゆ
〜
ゆ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
地
域
の
保
存

食
の
積
極
的
な
利
用
を
進
め
よ
う

と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
日

おぐに鍋まつり実行委員会

鈴木義則さん

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

　今月は、１月２３日に開催された
第２回おぐに鍋まつりで実行委員
長を務められた鈴木義則さん（綱
木箱口）にお話をお聞きしました。
　「今年は、場所を道の駅に移して
開催しましたが、スキー場を利用
される新潟県などの県外のかたや、
町内から約１０００人の方に参加して
いただきました。
　今回のまつりには、町内の１０団
体から山菜やきのこなどを使った
個性豊かな鍋が出店されました。
また、多くの方に足を運んでいた
だこうとアスモからのシャトルバ
ス運行や鍋の値段を全店１００円で
統一など、運営する面でも工夫を
凝らしました。
　実行委員の中からは、食材が豊
富な春や秋にイベントを開催した
いという声もあります。このため、
開催時期を含めて、どのようにす
れば小国らしさを多くの方に提供
できるかを今後、検討していきた
いです。このまつりが、町おこし
の“きっかけづくり”につながる
ことを願っています。」

は
、
町
内
各
地
よ
り
十
五
名
が
参

加
。
栃
の
実
会
の
斎
藤
以
智
子
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
山
菜
の
塩
漬

け
の
方
法
の
講
義
の
ほ
か
、
キ
ノ

コ
な
ど
を
使
っ
た
煮
物
や
酢
の
物
、

和
え
物
の
調
理
方
法
を
学
び
ま
し

た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
山
形

県
実
施
委
員
会
が
主
催
す
る
第
五

十
四
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
標
語
・
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に

お
い
て
、
玉
川
小
学
校
足
中
分
校

六
年
の
佐
藤
裕
美
さ
ん
が
、
最
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん

の
作
品
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
み
ん
な
で
明
る
い
社
会
を

築
け
る
よ
う
標
語
に
託
し
た
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
小
玉
川
中
学
校
三
年
の

藤
田
梨
紗
さ
ん
も
中
学
生
の
部
で

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

地域の保存食の

調理法を学ぶ

手助けの優しい心

いつまでも

鍋まつりをとおして
まちおこしのきっかけに

1/14

1/17
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十
二
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
小
国
町
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
（
後
期
計
画
）
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
平
成
十
七
年
度
か

ら
二
十
一
年
度
ま
で
の
五
カ
年
に
わ
た
る
過
疎

対
策
の
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

今
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
こ
の
計
画
の
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

後
期
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
策
定

自
立
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

五
年
間
の
過
疎
計
画

　

過
疎
地
域
と
は
、「
人
口
の
著
し

い
減
少
に
伴
い
地
域
社
会
の
活
力

が
低
下
し
、
生
産
機
能
や
生
活
環

境
の
水
準
な
ど
が
、
ほ
か
の
地
域

と
比
べ
て
低
い
状
況
に
あ
る
地

域
」
を
言
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
振

興
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
五

年
に
、「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置

法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

二
度
に
わ
た
っ
て
法
律
を
改
正
し

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
三
十
四
年
間

に
わ
た
っ
て
過
疎
地
域
の
振
興
策

を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

法
律
に
基
づ
い
て
過
疎
地
域
の

指
定
を
受
け
て
い
る
市
町
村
数
は
、

平
成
十
六
年
八
月
現
在
で
、
全
国

の
市
町
村
の
約
四
割
に
あ
た
る
千

二
百
三
十
八
。
ま
た
、
そ
の
人
口

は
総
人
口
の
約
七
％
、
面
積
は
日

本
国
土
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

過
疎
地
域
市
町
村
が
、
法
律
に

基
づ
い
て
、
地
域
の
振
興
策
を
行

う
場
合
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、

計
画
を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
行
う

場
合
、ほ
か
の
地
域
よ
り
補
助
金
が
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シリーズ１：後期過疎地域自立促進計画

全国の市町村が保有する面積では日本一を誇るブナ林

多
く
受
け
ら
れ
た
り
、
仕
事
を
進

め
る
た
め
に
必
要
な
お
金
を
借
り

る
場
合
に
も
有
利
な
制
度
を
活
用

で
き
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
は
、
平
成
十
二
年
に
策
定
さ
れ

た
前
期
計
画
を
踏
ま
え
、
平
成
十

七
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
ま

で
の
過
疎
対
策
の
方
向
性
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
す
。

過
疎
計
画
の
指
針

県
過
疎
地
域
自
立
促
進
方
針
と
は

　

県
内
に
は
、
本
町
含
め
、
過
疎

地
域
に
指
定
さ
れ
た
市
町
村
が
二

十
一
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
県

は
、
平
成
十
六
年
に
、
県
が
行
う

過
疎
対
策
の
方
向
性
と
県
内
の
過

疎
市
町
村
が
事
業
計
画
を
策
定
す

る
際
の
指
針
と
な
る
「
山
形
県
過

疎
地
域
自
立
促
進
方
針
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
方
針
で
は
、
過
疎
地

域
を
「
高
齢
社
会
の
先
進
地
域
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
個
性
と
自
信

に
満
ち
た
地
域
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
二
年

の
国
勢
調
査
に
お
け
る
過
疎
地
域

の
人
口
は
、
二
十
万
四
千
六
百
四

十
六
人
で
県
全
体
の
一
六
・
四
％
、

面
積
で
は
、
五
八
・
四
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
過
疎
対
策

　

小
国
町
で
は
、
昭
和
四

十
五
年
に
過
疎
地
域
の
指

定
を
受
け
て
以
来
、
三
十

四
年
間
に
わ
た
り
過
疎
対

策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
五
年
か
ら
昭

和
五
十
四
年
ま
で
の
「
過

疎
地
域
対
策
緊
急
措
置

法
」
に
基
づ
く
対
策
で
は
、

町
中
心
部
や
拠
点
集
落
で

の
生
活
諸
環
境
の
整
備
や
、

克
雪
対
策
を
進
め
、
町
づ

く
り
の
柱
で
あ
る
「
生
活

圏
整
備
構
想
」
で
描
い
た

新
し
い
社
会
生
活
圏
の
形
成
に
努

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
産
業
圏
整

備
構
想
」
に
基
づ
き
、
町
内
企
業

の
拡
充
支
援
策
を
図
る
と
と
も
に
、

人
口
の
男
女
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た

め
に
、
女
子
型
企
業
の
誘
致
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
街
地
近
郊

の
農
村
部
で
は
、
農
業
の
基
盤
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
五
年
か
ら
の
「
過
疎

地
域
振
興
特
別
措
置
法
」
に
よ
る

対
策
で
は
、
農
工
地
域
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
山
間
地
域

で
の
資
源
活
用
型
の
産
業
興
し
を

進
め
る
た
め
「
自
然
教
育
圏
整
備

構
想
」
を
樹
立
し
、「
中
央
総
合
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
」、「
ふ
る

さ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
村
」、「
ふ
る
さ

と
学
生
村
」、「
ふ
る
さ
と
子
ど
も

村
」
の
形
成
を
テ
ー
マ
に
、
地
域

の
特
性
や
生
活
文
化
を
生
か
し
た

交
流
空
間
の
整
備
に
取
り
組
み
ま 交流と定住を促す環境の整備
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し
た
。

　

平
成
二
年
か
ら
の
「
過
疎
地
域

活
性
化
特
別
措
置
法
」
に
よ
る
対

策
で
は
、「
ぶ
な
文
化
交
流
圏
構

想
」
を
柱
に
、
自
然
と
人
間
と
の

共
生
の
あ
り
方
を
体
験
的
・
保
養

的
に
学
習
で
き
る
多
彩
な
空
間
の

形
成
を
目
指
し
、
交
流
と
定
住
を

促
す
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
対
策
で
は
、
荒
川
リ

バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
の
整
備
や
国

際
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、

包
括
ケ
ア
タ
ウ
ン
の
形
成
な
ど
を

展
開
し
ま
し
た
。

前
期
計
画
を
振
り
返
っ
て

　

平
成
十
二
年
に
策
定
し
た
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画（
前
期
計
画
）

に
お
い
て
は
、「
ぶ
な
文
化
交
流
圏

構
想
」
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

基
本
姿
勢
に
、
豊
か
な
資
源
を
包

含
す
る
山
村
地
域
で
の
魅
力
あ
る

生
活
空
間
の
構
築
を
基
本
方
針
に

据
え
、施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
町
道
横
川
ダ
ム

湖
岸
線
な
ど
の
横
川
ダ
ム
水
源
地

域
の
整
備
、
あ
け
ぼ
の
団
地
の
造

成
、
小
中
高
一
貫
教
育
の
実
践
、

高
齢
者
専
用
住
宅
の
整
備
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

厳
し
さ
を
迎
え
た
町
の
台
所
事
情

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
三
十
四
年

間
に
六
百
三
十
一
億
七
千
百
万
円

の
過
疎
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
国
の
支

援
を
受
け
る
過
疎
対
策
事
業
債
を

活
用
し
た
事
業
の
実
績
額
は
、
百

六
十
億
二
千
四
百
九
十
九
万
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
一
般
会
計

の
財
政
規
模
は
、
行
政
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
と
高
度
化
に
伴
い
行
政
需

要
が
拡
大
し
た
こ
と
と
、
国
と
連

動
し
た
景
気
対
策
と
し
て
公
共
事

業
を
追
加
し
た
こ
と
に
よ
り
拡
大

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
十
二
年
度
以
降
は
、
下
の
表

の
と
お
り
縮
小
傾
向
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
経
済
の
停
滞

と
町
内
の
交
流
施
設
や
医
療
・
保

健
・
福
祉
施
設
の
整
備
等
の
大
型

横川ダム水源地域の整備

小中高一貫教育の整備

高齢者専用住宅の整備

昭和45年度 昭和50年度 昭和55年度 平成2年度 平成7年度 平成12年度 平成15年度 昭和40年度 

1,000,000
2,000,000
3,000,000
4,000,000
5,000,000
6,000,000
7,000,000
8,000,000
（千円） 

0

379,958
350,239

818,357
761,096

1,786,595
1,721,969

3,741,540

3,650,566

6,154,096

5,928,863

7,550,314

7,200,513

7,216,217

6,740,207

6,451,966

379,958
350,239

818,357
761,096

1,786,595
1,721,969

3,741,540

3,650,566

6,154,096

5,928,863

7,550,314

7,200,513

7,216,217

6,740,207

6,451,966

6,132,5916,132,591

歳入 歳出 財政規模の推移 
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事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
加
え
、

国
の
三
位
一
体
の
改
革
を
は
じ
め

と
し
た
行
財
政
構
造
改
革
の
進
展

等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、

今
後
も
財
政
規
模
は
縮
小
傾
向
が

続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
の
将
来
像

　

こ
の
計
画
で
は
、
平
成
二
十
二

年
を
目
標
と
し
た
人
口
や
経
済
な

ど
の
町
の
将
来
像
を
予
測
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
町
づ
く
り
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
風
格
あ
る
町
を
目
指

し
た
人
づ
く
り
」、「
利
便
性
の
高

い
町
を
目
指
し
た
環
境
づ
く
り
」、

「
持
続
的
発
展
が
可
能
な
町
を
目

指
し
た
暮
ら
し
づ
く
り
」
を
、
住

民
と
民
間
と
行
政
が
協
動
し
て
進

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る

将
来
の
姿
を
、
目
標
値
と
し
て
数

字
で
表
し
た
も
の
で
す
。

①
人
口
に
つ
い
て

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
に
よ
る
と
、
日
本
の
総
人
口

は
、
ま
も
な
く
減
少
に
転
じ
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

山
間
過
疎
地
域
に
お
け
る
高
齢
化

は
全
国
平
均
を
二
十
年
先
行
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

過
疎
地
域
を
取
り
巻
く
全
国
的
な

傾
向
と
し
て
、
急
激
な
人
口
減
少

は
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
社
会

減
に
加
え
て
自
然
減
の
重
み
が
増

し
、
高
齢
化
の
進
行
と
若
年
層
の

流
出
も
加
わ
り
、
依
然
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

左
の
表
に
示
し
て
い
る
と
お
り
、

町
の
人
口
は
、
昭
和
四
十
五
年
の

一
万
三
千
九
百
九
十
九
人
か
ら
昭

和
六
十
年
に
は
一
万
二
千
九
十
六

人
、
そ
し
て
平
成
十
二
年
に
は
一

万
二
百
六
十
二
人
へ
減
少
し
て
い

ま
す
。
移
り
変
わ
り
の
様
子
を
み

て
み
ま
す
と
、
年
少
人
口
（
〇
〜

十
四
歳
）
が
減
少
す
る
反
面
、
老

年
人
口
（
六
十
五
歳
以
上
）
の
人

口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
計
画

で
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
生
活

行
動
圏
の
拡
大
な
ど
か
ら
、
本
町

の
減
少
傾
向
は
今
後
も
続
く
も
の

と
予
測
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

都
市
と
農
村
と
の
連
携
や
本
町
の

優
れ
た
自
然
や
地
域
資
源
を
活
用

し
た
産
業
づ
く
り
な
ど
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
総
人
口
は
平
成
二

0 200200 400400 600600 800800

年齢階層別人口の推移 男 女 

0 200200 400400 600600 800800

0 200200 400400 600600 800800

90-94

100-

80-84

70-74

60-64

50-54

40-44

30-34

20-24

10-14

0-4

90-94

100-

80-84

70-74

60-64

50-54

40-44

30-34

20-24

10-14

0-4

90-94

100-

80-84

70-74

60-64

50-54

40-44

30-34

20-24

10-14

0-4

昭和60年 

平成12年 

昭和45年 
0
5
185
3324
8861
142131

258214
290288
343341

501460
606474
592544
568574

506537
427444
401484

568609
690704

557573
479460

2
121
3626

17796
195152

283216
389287

482333
496441
494484

426453
356367
382471
403441

337394
258369

366346
376375
365376
348362 348362

11
2

52
13561

16
2
1

254157
374209
415325
442380

392361
318329
329412
354401

283354
273344
258247

216265
158188
230228
279255
255240

202255
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十
二
年
で
九
千
七
百
二
十
八
人
と

予
測
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
就
業
人
口
は
、
人
口
が

減
少
す
る
も
の
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
新
た
な
産
業
の
創
出
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
平
成
二
十
二
年

で
四
千
七
百
人
台
を
予
測
し
て
い

ま
す
。

②
産
業
構
造
の
予
測

　

第
一
次
産
業
は
、
国
際
的
な
枠

組
み
の
中
で
、
農
業
の
構
造
改
革

が
進
む
一
方
、
地
産
地
消
や
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
と
関
連

し
た
複
合
農
業
や
環
境
保
全
型
農

業
の
展
開
な
ど
に
よ
り
、
持
続
可

能
な
農
業
の
展
開
が
図
ら
れ
る
も

の
と
予
測
し
、
六
億
円
台
の
総
生

産
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

第
二
次
産
業
は
、
町
経
済
を
支

え
て
き
た
既
存
企
業
が
国
際
的
な

環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
で
、
競
争
力
の
向
上
と

企
業
間
の
高
度
な
連
携
が
実
現
す

る
も
の
を
期
待
し
、
百
七
十
億
円

台
の
総
生
産
を
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
次
産
業
は
、
少
子
高
齢
社

会
を
背
景
と
し
た
福
祉
関
連
産
業

や
、
情
報
通
信
基
盤
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
拡
大
発
展
が
期

待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
総
合
産
業
の
創
出
に

よ
り
、
二
百
九
億
円
台
の
総
生
産

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

自
立
し
た
地
域
社
会
形
成
に

向
け
て
の
基
本
課
題

　

小
国
町
は
、
広
大
な
町
土
、
豊

か
な
自
然
環
境
、
特
徴
あ
る
産
業

構
造
、
伝
統
に
育
ま
れ
た
生
活
文

化
な
ど
「
天
、
地
、
人
の
利
」
に

恵
ま
れ
た
町
で
す
。
町
で
は
、
平

成
九
年
に
第
三
次
小
国
町
総
合
計

画
「
白
い
森
の
国
お
ぐ
に
の
基
本

構
想
」（
目
標
年
次
平
成
二
十
年
）

を
た
て
、
新
し
い
時
代
の
町
づ
く

立
し
た
地
域
社
会
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
、
後
期
計
画
で
は
、
次

の
五
つ
の
課
題
を
設
定
し
て
い
ま

す
。

①
自
主
、
自
立
を
可
能
と
す
る
地

域
づ
く
り

　

現
在
、
地
方
の
権
限
と
責
任
を

大
幅
に
拡
大
し
、
国
と
地
方
の
明

確
な
役
割
分
担
に
基
づ
く
自
主
・

自
立
の
地
域
社
会
を
基
盤
と
し
た

地
方
分
権
型
の
新
し
い
行
財
政
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町

が
持
つ
独
特
の
生
活
文
化
や
豊
富

な
地
域
資
源
を
活
用
し
、
都
市
と

り
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。

　

町
づ
く
り
の
基
本
目
標
は
、「
豊

か
な
自
然
と
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し

が
共
存
す
る
白
い
森
の
国
」
づ
く

り
で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
を
生
活

の
中
に
生
か
し
て
き
た
生
活
文
化

（
ぶ
な
文
化
）を
基
調
と
し
、人
々

の
協
働
の
力
に
よ
っ
て
、
自
然
と

共
存
で
き
る
、
美
し
く
自
立
し
た

生
活
空
間
の
形
成
を
図
っ
て
い
く

と
い
う
考
え
方
を
基
本
に
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
前

期
計
画
を
策
定
し
、
各
種
施
策
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
、
当
時
と
比

べ
て
本
町
を
取
り
巻
く
社
会
経
済

環
境
は
著
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

都
市
へ
の
人
口
の
流
出
、
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
な
ど
の
現
象
が
進
行

し
、
都
市
と
の
格
差
は
い
ま
だ
に

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
よ
り
実
態
に

あ
っ
た
計
画
的
な
対
応
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
優
れ
た
条
件
と
特
性
を

生
か
し
な
が
ら
、
住
み
や
す
い
生

活
環
境
の
整
備
や
少
子
高
齢
社
会

の
先
進
地
域
と
し
て
、
美
し
く
自

自然の恵みを多くの方へ

郷土愛はまちづくりの原動力
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農
村
と
の
交
流
、共
生
や「
産
・
学
・

官
」
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

自
主
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業
づ

く
り

　

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
個

性
化
に
よ
っ
て
、
山
村
地
域
が
持

つ
一
次
産
品
や
文
化
、
自
然
環
境

等
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
今
後
は
、
一
層

地
域
の
特
色
を
活
か
し
、
産
業
や

教
育
と
も
総
合
的
に
連
関
し
た
環

境
施
策
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

自
然
を
守
り
育
て
共
生
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
充
実
と
、
地
域
資
源

域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
山
村
が
持
つ
公

益
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
、
自
然
と

の
か
か
わ
り
を
踏
ま
え
た
新
し
い

時
代
の
地
域
社
会
を
構
築
す
る
た

め
、
新
し
い
発
想
と
強
い
意
志
を

持
っ
た
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

ふ
る
さ
と
に
情
熱
と
誇
り
を
持
ち
、

未
来
に
向
け
て
明
る
い
展
望
を
抱

く
こ
と
の
で
き
る
人
づ
く
り
の
環

境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

来
月
号
か
ら
は
、
こ
の
計
画
に

基
づ
く
主
な
施
策
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

を
活
か
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
の
事
業
化
な
ど
、
環
境
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
�
白
い
森
の
国
�

づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

③
交
流
と
連
携
を
実
現
す
る
基
盤

づ
く
り

　

交
通
利
便
性
の
向
上
や
余
暇
時

間
の
増
大
に
伴
い
、
住
民
の
生
活

圏
、
経
済
圏
は
広
域
化
し
、
多
様

な
形
態
で
都
市
と
山
村
あ
る
い
は

地
域
間
相
互
交
流
が
増
加
し
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
の

活
性
化
を
も
た
ら
す
都
市
と
の
交

流
を
促
進
し
、
交
通
網
や
情
報
通

信
網
な
ど
の
多
面
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
な
が
ら
、
本
町

が
持
つ
多
様
な
交
流
空
間
の
機
能

強
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

④
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
暮

ら
し
づ
く
り

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
涯
の
な
か
で
自

分
の
価
値
観
に
応
じ
た
個
性
的
な

生
き
方
を
選
択
で
き
る
地
域
社
会

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
ど
も
の
目
線
、
尺

度
で
町
を
点
検
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
を
含
め
た
全
て
の
町
民
に

と
っ
て
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
「
こ
ど
も
行
政
」
と
い
っ

た
考
え
方
に
た
っ
て
道
路
、
施
設
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤
山
村
を
担
う
ひ
と
づ
く
り

　

山
村
で
は
、
若
者
を
中
心
と
し

た
人
口
流
出
と
高
齢
化
が
進
行
し

て
お
り
、
農
林
業
の
担
い
手
や
地

地域資源を交流の糧に

少子高齢社会に対応した施設整備

新しい時代に対応した人材の育成



　

昭
和
三
十
八
年
一
月
十
日
か
ら
降
り
始
め
た
雪
は
、
二
十
日

後
の
二
月
一
日
に
は
、
積
雪
四
ｍ
四
五　

（
当
時
の
国
鉄
小
国

ｃｍ

保
線
区
調
べ
）
を
記
録
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
時
、
冬
季
間
唯
一

町
外
と
の
交
流
を
支
え
た
国
鉄
米
坂
線
が
十
日
間
運
休
し
、
小

国
は
文
字
ど
お
り
「
陸
の
孤
島
」
と
化
し
ま
し
た
。

　

被
害
総
額
は
約
五
億
円
で
、
昭
和
三
十
八
年
当
時
の
町
予
算

（
二
億
千
八
百
八
十
五
万
円
）
の
二
年
以
上
の
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

新町50周年記念

写真で振り返る５０年
シリーズ８

写真で振り返る５０年

新町50周年記念

電線近くまで雪が降り積もった町中心部の様子

旧役場前の道路には、家々の除雪により雪が高く積み上がった

シリーズ８

雪との戦い（３８豪雪）雪との戦い（３８豪雪）



豪雪に埋もれた町の全容

小国駅はすっぽり雪に覆われた

除雪した雪はそりで川へ運ぶ
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昨
年
十
二
月
二
十
六
日
に

ス
マ
ト
ラ
沖
巨
大
地
震
が
発

生
し
、
日
本
人
を
含
む
二
十

二
万
人
を
超
え
る
か
た
が
た

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
本
町
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
の
交
流
を
支
え
て
こ

ら
れ
た
小
国
町
国
際
交
流
協

会
が
、
一
月
十
九
日
か
ら
三

十
一
日
ま
で
義
援
金
の
募
金

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
多
く
の
皆
様
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
月
八
日
か
ら
の

五
日
間
の
累
計
降
雪
量
が
二

ｍ
を
超
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

豪
雪
へ
の
対
応
体
制
を
整
え

て
い
く
た
め
、
十
二
日
に
小

国
町
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置

し
、
町
内
の
状
況
把
握
と
町

民
生
活
の
安
全
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
も
な

く
暦
の
上
で
立
春
を
迎
え
ま

す
が
、
小
国
の
冬
は
も
う
し

ば
ら
く
続
き
ま
す
の
で
、
十

分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

小
国
町
長　

小
野
精
一

町
長
室
か
ら

町町
長
室
か

長
室
か
らら

　

平
成
十
六
年
中
に
小
国
町
内
で

り
ま
し
た
。

　

特
に
冬
期
間
は
、
暖
房
器
具
を

使
う
た
め
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
で
す
。
特
に
、
ス
ト
ー
ブ
の
燃

料
補
給
は
必
ず
消
火
し
て
か
ら
タ

ン
ク
の
栓
を
完
全
に
締
め
た
の
を

確
認
す
る
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
上
で
火
災
発
生
を
防

ぐ
こ
と
は
、最
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

今
後
も
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識

を
さ
ら
に
高
め
な
が
ら
、
災
害
の

な
い
安
全
な
ま
ち
の
実
現
に
向
け

努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

発
生
し
た
火
災
は
林

野
火
災
の
み
の
三
件

で
、
建
物
火
災
は
皆

無
で
し
た
。

　

建
物
火
災
が
一
年

を
と
お
し
て
全
く
無

か
っ
た
の
は
、
現
存
す

る
記
録
で
は
昭
和
二

十
六
年
以
来
の
こ
と

で
、
実
に
五
十
二
年

ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

国
内
各
地
で
不
注
意

に
よ
る
出
火
が
目
立

つ
中
、町
民
皆
さ
ん
の

防
火
意
識
の
高
さ
が

こ
の
結
果
に
つ
な
が

小
国
町
消
防
団　
　
　
　
　
　

団
長　

小
池
泰
男

家
庭
で
、
地
域
で

防
火
意
識
の
高
揚
を

　

こ
の
た
び
の
住
宅
無
火
災
は
、

町
消
防
団
に
と
っ
て
も
非
常
に
う

れ
し
い
こ
と
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。
町
消
防
団
と
し
ま
し
て
は
、

昨
年
の
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、

各
分
団
で
、
地
区
毎
に
巡
回
を
行

い
、
防
火
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
普
段
に
お
い
て
も
、

消
火
訓
練
な
ど
万
が
一
に
備
え
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
は
自
然
災
害
と
違
い
、
家

庭
や
地
域
、
そ
し
て
何
よ
り
も
一

人
ひ
と
り
の
心
が
け
に
よ
り
未
然

に
防
げ
る
も
の
で
す
。
か
け
が
え

の
な
い
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

も
、
防
火
に
対
す
る
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

防火を呼びかける消防団員（平成17年消防出初式より）

建物火災
１年間ゼロを達成！！

昭和２６年以来昭和２６年以来

１年間ゼロを達成！！
建物火災
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ス
ギ
花
粉
症
の
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
憂
鬱
な
気
分
に
な
っ

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

原
因
と
な
る
花
粉
は
、
ス
ギ
と

ヒ
ノ
キ
科
の
花
粉
で
す
が
、
昨
年

夏
の
記
録
的
な
猛
暑
と
雨
量
が
少

な
か
っ
た
影
響
で
、
今
春
は
大
量

の
花
粉
が
飛
散
す
る
と
予
想
さ
れ
、

昨
年
の
十
〜
二
十
倍
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
東
北
南
部
は
二
月
下

旬
か
ら
飛
散
が
始
ま
り
ま
す
が
、

一
月
の
気
温
が
例
年
よ
り
高
い
場

合
は
飛
散
が
早
く
始
ま
り
ま
す
の

で
、
花
粉
症
の
方
は
早
め
の
対
策

が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
で
、
花
粉
を
寄
せ
付
け
ず
、

こ
の
時
期
を
快
適
に
乗
り
切
る
た

め
の
心
得
を
紹
介
し
ま
す
。
第
一

横
山
順
子

健
康
福
祉
課

健
康
推
進
担
当
係
長

癒しの園癒しの園
健康考話健康考話

シリーズ 11

に
花
粉
を
吸
い
込
ま
な
い
こ
と
が

基
本
で
す
か
ら
、
風
の
強
い
晴
れ

た
日
は
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
花
粉
対
策
用
の
メ
ガ
ネ
や

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
と
と
も
に
、

長
い
髪
は
ま
と
め
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
花
粉
が
入
ら
な
い
よ
う

に
車
の
通
風
口
を
閉
じ
て
お
く
こ

と
も
大
切
で
す
。
第
二
に
花
粉
を

家
の
中
に
入
れ
な
い
た
め
に
、
外

出
後
は
手
・
顔
・
目
・
鼻
を
洗
い
、

う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

室
内
の
掃
除
を
こ
ま
め
に
し
て
花

粉
を
取
り
除
き
ま
す
。
第
三
に
疲

れ
や
ス
ト
レ
ス
は
自
律
神
経
を
刺

激
し
て
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
の
で
、

十
分
な
睡
眠
や
運
動
で
心
と
体
を

癒
し
ま
し
ょ
う
。

　

花
粉
症
は
短
期
間
で
完
治
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
症
状

が
出
る
前
に
薬
を
予
防
的
に
用
い

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
早
め
に
医

師
の
診
察
を
受
け
、
少
し
で
も
つ

ら
い
症
状
を
改
善
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

花
粉
症
に

気
を
つ
け
よ
う

　

町
で
は
、
新
潟
県
中
越
地
震

で
被
災
さ
れ
た
か
た
が
た
に
対

す
る
義
援
金
の
受
け
付
け
を
十

月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
三
十

日
ま
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
企
業
や
学
校
、

団
体
な
ど
を
あ
わ
せ
、
百
十
四

万
四
千
七
百
二
十
九
円
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
日
本
赤
十
字
社
で
は
、

引
き
続
き
新
潟
県
中
越
地
震
に

対
す
る
義
援
金
を
平
成
十
七
年

十
月
二
十
四
日
ま
で
受
け
付
け

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、

町
で
も
役
場
窓
口
お
よ
び
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

あ
り
が
と
う

山形県知事選挙結果

投票率は69.9％
　１月２３日に山形県知事選挙
が行われ、即日開票の結果、
小国町における候補者ごとの
得票は次のとおりでした。

■　本間和也 220票
■　齋藤　弘 2,836票
■　�橋和雄 2,565票
■　無効票 40票

（届け出順）
　
□　当日有権者数 8,101人
□　投票率 69.9％

た
く
さ
ん
の
善
意
を

投票率は69.9％投票率は69.9％
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町
営
住
宅
等
の
入
居
者
募
集

■
勤
労
者
住
宅

▼
小
坂
町
１
号
棟
Ｂ
１
０
９
、
Ｂ

３
０
３　

２
Ｋ　

２
戸

　
（
家
賃
三
万
三
千
円
）

▽
対
象　

小
国
町
で
働
い
て
い
る

か
た

■
募
集
期
間　

２
月
３
日
�

〜
９
日
�　
　

■
入
居
時
期　

３
月
上
旬

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

■
県
営
小
国
ア
パ
ー
ト

１
号
棟　
　

１
戸

■
募
集
期
間　

２
月
１
日
�

〜
９
日
�　
　

■
入
居
時
期　

３
月
中
旬

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
問
合
先　

山
形
県
す
ま
い
情
報

セ
ン
タ
ー
置
賜
西
事
務
所
（
�

　

―
５
６
５
１
）
へ

８８

小
国
福
祉
会
職
員
募
集

　

高
齢
の
た
め
に
、
日
常
生
活
に

介
護
が
必
要
な
か
た
を
お
世
話
す

る
仕
事
で
す
。

■
職　

種　

介
護
員

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
対
象
者　

高
校
卒
業
（
見
込
を

含
む
）
以
上
で
、
介
護
福
祉
士
、

ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
（
取
得
見

込
を
含
む
）
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
か
た
、
お
よ
び
通
勤
が
で

き
、
夜
勤
が
可
能
な
か
た

■
申
込
期
限　

２
月　

日
�

１５

■
申
込
・
問
合
先　

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
さ
い
わ
い
荘
（
�　
６２

―
３
８
２
１
）
へ

２
０
０
５
年
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
大
会
参
加
者
募
集

■
日　

時　

２
月　

日
�

２０

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

３０

■
場　

所　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
周
辺

■
対　

象　

小
学
校
低
学
年
か
ら

一
般
の
方

■
内　

容　

小
学
低
学
年
１
キ
ロ
、

小
学
中
学
年
２
キ
ロ
、
小
学
高

学
年
３
キ
ロ
、
中
学
女
子
３
キ

ロ
、
中
学
男
子
５
キ
ロ
、
一
般

女
子
３
キ
ロ
、
一
般
男
子
５
キ

ロ
■
参
加
料　

１
人
５
０
０
円

■
申
込
期
限　

２
月　

日
�

１７

■
申
込
先　

町
民
体
育
館

■
そ
の
他　

町
民
体
育
館
に
あ
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

舟
山
さ
ん
�　

―
３

６２

９
９
７
ま
で

農
業
大
学
校
特
別
研
修
課
程 

研
修
生
募
集

■
研
修
コ
ー
ス

▼
新
技
術
導
入
部
門

○
内　

容　

新
し
い
作
物
や

技
術
の
導
入
に
必
要
な
技

術
の
習
得

○
対
象
者　

営
農
経
験
の
あ

る
農
業
者
、
農
業
大
学
校

卒
業
の
就
農
希
望
者

　

▼
新
規
就
農
部
門

　
　

▽
新
規
就
農
コ
ー
ス

○
内　

容　

新
た
に
就
農
す

る
か
た
の
基
礎
的
技
術
と

知
識
の
習
得

○
対
象
者　

新
規
就
農
を
希

望
す
る
か
た

　
　

▽
直
売
加
工
コ
ー
ス

○
内　

容　

農
産
物
加
工
、

直
売
の
基
礎
と
応
用
技
術

の
習
得

○
対
象
者　

農
産
物
加
工
、

直
売
技
術
の
習
得
を
希
望

す
る
か
た

■
研
修
期
間　

４
月
〜　

年
３
月

１８

　
（
研
修
期
間
や
日
程
は
、研
修
生

の
希
望
に
合
わ
せ
て
調
整
し
ま

す
）

■
研
修
場
所　

先
進
農
家
、
試
験

研
究
機
関
、
農
業
大
学
校

■
受
講
費　

無
料

■
申
込
期
限

　

▼
一
次　

２
月　

日
�

１８

　

▼
二
次　

３
月
上
旬

■
問
合
先　

県
立
農
業
大
学
校
研

修
部
（
�
０
２
３
８
―　

―
８

２２

７
９
４
）
へ

地域資源を活かした

「魅力ある町づくりフォーラム」
～環境と食農・新産業の創造に向けて～

「魅力ある町づくりフォーラム」「魅力ある町づくりフォーラム」

■日　時　２月１１日�、１２日�（開場９：００）
■場　所　総合センター
■対象者　どなたでも参加できます。
■参加費　無料（交流会に参加いただくかたは、

２,０００円の会費をいただきます）
■内　容

■申込方法　分科会、交流会への参加には、事前の
申し込みが必要です。参加申込書に必
要事項を記入のうえ、２月４日�まで
役場地域産業室へ提出してください。

■問合先　産業振興課地域産業室へ

○基調講演
　演題：「新しい風が吹く
　　　　　　～むら・まち～」
　講師：浜　美枝氏
○事例発表
○分科会、交流会

○パネルディスカッション
○白い森おぐにフォトコンテスト表彰式
　審査委員長：自然写真家　鈴木一雄氏

２月１１日（金・祝日）

２月１２日（土）



おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 ら せお 知 ら せ　 コ ー ナ ー

小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

■
日　

時　

２
月　

日
�

１９

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

■
場　

所　

置
賜
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
（
米
沢
市
）

■
対
象
者　

森
林
整
備
に
関
係
す

る
個
人
、
団
体
の
か
た
、
ま
た

は
一
般
の
か
た
で
関
心
の
あ
る

か
た

■
定　

員　
　

名
（
定
員
に
な
り

７０

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
内　

容

▼
研
修
会
「
野
外
活
動
で
の
体

験
活
動
の
安
全
」

▼
講　

師　

ホ
ー
ル
ア
ー
ス
自

然
学
校　

井
東
敬
子
氏
ほ
か

に
、
事
例
発
表
、
意
見
交
換

な
ど

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限　

２
月　

日
�

１０

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
総
合
支

庁
森
林
整
備
課
（
�
０
２
３
８

―　

―
６
０
６
３
）
へ

２６
や
ま
が
た
公
益
の
森
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

■
日　

時　

２
月　

日
�

２６

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

■
場　

所　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
山
形
（
山
形
市
）

■
内　

容　

森
林
や
生
物
の
学
習
、

森
林
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
方

な
ど
の
情
報
交
換

■
対
象
者　

森
林
や
自
然
環
境
に

関
心
の
あ
る
か
た
な
ら
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
費　

無
料

■
問
合
先　

置
賜
総
合
支
庁
森
林

整
備
課
（
�
０
２
３
８
―　

―
２６

６
０
６
３
）
へ

井
上
千
春
民
謡
シ
ョ
ー

■
日　

時　

２
月　

日
�

１２

　
　
　
　
　

午
後
３
時
開
演

■
場　

所　

白
い
森
交
流
セ
ン
タ
ー

り
ふ
れ

■
定　

員　

先
着
百
名

■
参
加
費

▼
公
演
の
み
参
加　
　

千
五
百
円

▼
公
演
と
懇
親
会
に
参
加　

四
千
円

▼
公
演
と
懇
親
会
と
宿
泊　

八
千
円

■
そ
の
他　

公
演
終
了
後
、
井
上

氏
を
囲
ん
で
懇
親
会
が
あ
り
ま

す
。
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

お
ぐ
に
白
い

森
㈱
（
�　

―
４
５
１
８
）
へ

６２

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
説
明
会

■
日　

時　

２
月　

日
�

１４

　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

■
場　

所　

ア
ク
テ
ィ
ー
米
沢

　
　
　
　
　
（
米
沢
市
）

■
対
象
者　

事
業
主
、
人
事
労
務

担
当
者
、
職
業
家
庭
両
立
推
進

者
の
か
た

■
申
込
期
限　

２
月
７
日
�

■
申
込
・
問
合
先　

山
形
労
働
局

雇
用
均
等
室
（
�
０
２
３
―
６

２
４
―
８
２
２
８
）
へ

不
動
産
競
売

■
物　

件　

米
沢
市
ほ
か
の
市
町

村
の
宅
地
な
ど
約　

件
３０

■
物
件
閲
覧
期
間

　

▼
非
農
地
物
件

　
　

２
月　

日
�
ま
で

１０

▼
農
地
物
件

　
　

４
月　

日
�
ま
で

１４

■
入
札
期
間

▼
非
農
地
物
件

　
　

２
月
３
日
�
〜
２
月　

日
�

１０

　
　

午
後
５
時
ま
で

　

▼
農
地
物
件

　
　

４
月
７
日
�
〜
４
月　

日
�

１４

　
　

午
後
５
時
ま
で

今月の町長と語る日は２月２４日�です。
お気軽においでください。

年金相談

○日　程　２月１６日�

○受　付　１０：３０～１４：３０

○場　所　役場町民相談室

○内　容　年金に関すること

○問合先　町民課へ

弁護士無料法律相談

○日　時　２月２５日�　１０：００～１５：００

○場　所　総合センター

○申込期限　２月２１日�

○その他　相談は予約制とし、申込順とな

ります。

○問合先　町民課へ

無料確定申告相談

○日　時　２月２６日�　１０：００～１５：００

○場　所　長井商工会議所

○内　容　確定申告書の書き方など

○問合先　長井税理士法人　元木茂

　　　　　（�８８－９１５９）へ

無料調停相談

○日　時　２月１０日�　１０：００～１５：００

○場　所　桑島記念館（長井市）

○内　容　民事関係、家事関係全般につい

ての相談

○問合先　長井調停協会（�８８－２０７３）へ

障害者無料法律相談

○日　時　月曜日～金曜日、第３土曜日

　　　　　９：００～１７：００

　　　　　（土、日、祝祭日、第３土曜日の

翌週の月曜日は、留守番電話と

ＦＡＸでの対応となり、後日、

相談員から連絡があります）

○場　所　山形県身体障害者福祉会館

　　　　　（山形市）

○電話番号　０２３－６８７－５３３３

○対象者　心や身体に障害を持つかた、ま

たはその家族のかた

○その他　第３土曜日は、予約が必要です。

○問合先　山形県障害者社会参加推進セン

ター（�０２３－６８６－３６９０）へ
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就業時間年 齢職       種求人数事  業  所  名
８：００～１７：００１８～５５土木施工管理技士、土木作業員４人山 和 建 設 ㈱
８：００～１７：００不問土木作業員１人安 部 工 業 ㈱
８：００～１７：００不問ダンプ運転手、事務員３人大 河 内 産 業 ㈲
８：００～１７：００２５～５５土木技術員２人遠 藤 建 設 ㈱

８：００～１７：００１８～５２土木施工管理技士、重機オペ
レーター、分別事務員、営業５人㈱ 横 川 建 設

８：００～１７：００１８～４５電気工事２人ハ イ コ ー ㈱
８：００～１６：４５ほか２０～４０給油業務員１人㈱ジェイエイサービスおきたま
８：３０～１７：１０３５～設備管理１人東芝セラミックス㈱小国サイト
９：００～１７：４５２１～４５機械設計３人㈱アプロ仙台営業所
８：３０～１６：４０ほか１８～５０電子部品製造１０人㈱トーコー新潟支店
８：３０～１６：４０ほか１８～５０電子部品製造５人㈱トーコー庄内営業所
９：００～１７：４５不問電子回路評価２人㈱ネオテクノ山形営業所

９：００～１８：００不問電子回路設計２人聖翔㈱オープンソーシ
ング事業部山形営業所

９：１０～１６：５０２５～５５保険営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
９：００～１７：００２５～５０保険営業５人第一生命保険相互会社坂町支部
９：１５～１７：００不問保険営業５人アクサ生命保険株式会社長井分室
９：００～１８：００ほか１８～３４販売員２０人㈱ コ メ リ
１７：００～１：００２０～２５ホールスタッフ１人日 常 茶 飯 美
８：００～１７：３０ほか～４０建築資材の販売、配達１人㈱鶴岡屋小国営業所
８：００～１７：００１８～４０農産物加工３人㈲新股・河原角農畜産物加工施設
８：００～１７：００１８～４５麺製造２人㈱ 小 国 製 麺
１１：００～２０：００ほか２０～４５精肉加工員、店員２人㈱ 肉 の 白 萩 屋
８：４５～１８：００不問店員２人㈲ 蔵 王 ス ト ア ー
９：００～１８：３０不問薬剤師１人カインドネス㈲おぐに調剤薬局

８：４５～１７：３０ほか不問理学療法士、介護支援
専門員、看護師、薬剤師４人医療法人愛広会介護老

人福祉施設関川愛広苑
９：００～２０：００間の５時間不問調理、販売４人㈲白い森よこね物産品直売所
９：００～１６：００ほか不問薬剤師１人㈲ 白 い 森 調 剤 薬 局

　左の表は、１月１８日現在の新規求人の
内容です。無効になっている場合もありま
すのでご了承ください。このほかの求人
情報は、ハローワーク長井（�８４―８６０９）へ。

求人情報求人情報求人情報

■
物
件
閲
覧
・
入
札
場
所

　

山
形
地
方
裁
判
所
米
沢
支
部

■
開
札
日
時

　

▼
非
農
地
物
件

　
　

２
月　

日
�
午
前　

時

１７

１０

　

▼
農
地
物
件

　
　

４
月　

日
�
午
前　

時

２１

１０

■
問
合
先　

山
形
地
方
裁
判
所
米

沢
支
部
（
�
０
２
３
８
―　

―
２２

２
１
６
５
）
へ
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら
か
ら

▽
『
あ
そ
び
の
広
場
』

■
日　

程　

２
月　

日
�
子
育
て

１５

講
座
（
健
康
講
座
、
井
上
保
健

師
）、　

日
�
、
３
月
１
日
�
、

２２

８
日
�

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

　連合山形では、労働「相談ダイヤル」
を開設します。雇用に関する問題であれ
ば、どんなことでも結構です。気軽に相
談してください。
■受付期間　２月４日�～１０日�
■時　　間　９：００～１９：００
　　　　　　（５、６日は１０：００～１７：００）
■電話番号　０１２０－１５－４０５２

■日　時　２月１６日�　１３：３０～１５：３０
■場　所　アクティー米沢（米沢市）
■対　象　パートタイムで働きたいかた

や、転職を希望するかた
■内　容　再就職に向けての情報の提供

や労働相談
■参加費　無料
■申込・問合先　ハローワーク米沢
　　　　　　　　（�０２３８－２２―８１５５）へ

「パートタイム労働ガイダンス」開催

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◆アフターダーク 村上　春樹
◆弱法師 中山　可穂
◆ワーキングガール・ウォーズ 柴田よしき
◆かえっていく場所 椎名　　誠
◆ゆめつげ 畠中　　恵
◆汐留川 杉山　隆男
◆日々是作文 山本　文緒
◆自分さがしの夢占い 藤田　真理
◆わが家でできる自然の特効薬２２９

田中　盛久
◆ギター侍の書 波田　陽区
※ほか多数入荷しました。

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▽
『
な
か
よ
し
広
場
』

■
日
程
と
場
所

　

▼
２
月　

日
�
、
３
月
３
日
�

１７

　
　

総
合
セ
ン
タ
ー
交
流
室

　

▼
２
月　

日
�
、
３
月　

日
�

２４

１０

　
　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
放
し
て
い
ま
す

■
日　

時　

毎
週
月
曜
日
か
ら
金

曜
日　
　

時
〜　

時

１０

１２

■
場　

所　

お
ぐ
に
保
育
園
お
よ

び
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
い
こ
と
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー（
�　

―
２
３
３
０
）

６２

へ

労働「相談ダイヤル」

「パートタイム労働ガイダンス」開催

総合センターから総合センターから

２月休館日２月休館日
２月２日（水）（水）・１１日（祝（祝日）日）
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小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

場　　所対　　象受 付 時 間乳 幼 児 健 診月　日

健康管理センター
※持ち物
母子健康手帳、問診票
（３カ月児、１歳児健
康診査は除く）

１５年７～９月生まれ１２：３０～１３：００１歳６カ月児健康診査３/１１

１６年１２月生まれ
１３：００～１３：１５

３カ月児健康診査
３/２５

１６年３月生まれ１歳児健康診査

保健カレンダー

■問合先　健康福祉課へ

　２月８日�に２月期（平成１６年
１０月～平成１７年１月分）の児童手
当を振り込みます。振込通知は郵
送しておりませんので、該当され
るかたは確認してください。
　児童手当は、申請していただく
ことによって支給できるように
なっています。次のような場合で、
まだ申請をされていないかたは、
早めに手続きを行ってください。
○平成７年４月以降に子どもが生
� ��������������������������

まれたが、まだ申請をしていな
� ��������������������������

い。
� ���

○転入届は出したが、児童手当の
� ��������������������������

手続きを忘れていた。
� ������������������

○以前、所得超過によって受給資
� ��������������������������

格を喪失したが、その後所得額
� ��������������������������

が減った。または、扶養親族等
� ��������������������������

の数が増えたために、所得制限
� ��������������������������

限度額を超えなくなった。など
� ����������������������

※所得制限などがありますので、
注意してください。
■問合先　健康福祉課へ

　町民の皆さんの生きがいづく
りを支援していくために、展示
場所を提供します。
　平成１７年度において、年間を
通じ１～２週間程度展示します。
■展示場所　健康管理センター
■申込期限　２月２８日�
■募集作品　書道、絵画、陶芸、
写真、合同でつくった大きな
作品など
■申込・問合先　健康福祉課へ

健康管理センター

展示作品募集

　結核予防法、検診の実施要項が改正され、対象者等が変更に
なります。
■対象者について

■問合先　健康福祉課へ

対象者（１７年４月１日現在の年齢）検診内容

６５歳以上年１回（６５歳未満はありません）結 核 検 診

２０歳以上の偶数年齢子宮がん検診

４０歳以上の偶数年齢
乳がん検診

骨密度検診

平成１７年度平成１７年度 検診の対象者が変わります

　各地区での検診は終了しま
したが、まだ検診を受けてい
ないかたは、町立病院で受診
できますので利用してくださ
い。
■日　時　２月１６日�、１８日

�、２３日�、２５日�
　　　　　午前８時～
■場　所　町立病院

■内　容　基本健診、胃がん
検診、大腸がん検診、子宮
がん検診、乳がん検診

■申込方法　希望する日の１
週間前までに、電話で申し
込んでください。

■その他　料金は、通常の総
合検診と同じです。

■問合先　健康福祉課へ

　町では肝炎ウィルス検査を実施しています。肝炎は感染の自覚が
ない人が多く、感染すると肝硬変などに移行するケースもあります。
■対象者　次のいずれかに該当するかたで、定期的に肝機能検査
を受けていないかた
○町の総合検診で対象になっていたが、国保ドックなどほかの
検診を受診したため、肝炎検診を受けられなかったかた
○１６年度の検診で、GPT値が要指導（３６～４５）といわれたかた

■検査期間　２月１６日�、１８日�、２３日�、２５日�（計４回）
■場　　所　町立病院
■検査費用　個人負担額　１,０００円
■申込方法　希望する日の１週間前までに、電話で申し込んでく

ださい。
■申込・問合先　健康福祉課へ

町立病院総合検診
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平
成　

年
度
分
町
・
県
民
税
申

１７

告
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
申
告
期

限
は
３
月　

日
�
で
す
。
申
告
期

１５

限
が
近
づ
く
と
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
指
定
さ
れ
た
期

日
に
相
談
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
今
年
度
も
、
給
与
所
得
者
の

還
付
申
告
相
談
日
を
設
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
用
紙
は
２
月
上
旬
に
送
付

い
た
し
ま
す
。

■
町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な

か
た

『
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で
、

１７

小
国
町
に
居
住
し
て
い
る
か
た
』

な
お
、
次
の
か
た
は
、
申
告
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
役
場

税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
税
務
署
に
確
定
申
告
を
し
た

か
た
、
ま
た
は
申
告
を
す
る

予
定
の
か
た

◆
給
与
収
入
を
１
カ
所
の
み
か

ら
受
け
る
か
た
で
、
勤
務
先

か
ら
小
国
町
へ
年
末
調
整
済

の
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
か
た

◆
平
成　

年
中
に
全
く
収
入
が

１６

な
か
っ
た
か
た

■
申
告
の
際
に
必
要
な
も
の

①
申
告
書
お
よ
び
印
か
ん

②
収
入
金
額
が
確
認
で
き
る
書

類
◆
営
業
・
不
動
産
収
入
…
収
支

内
訳
計
算
書
、
売
り
上
げ
や

仕
入
れ
の
帳
簿
類
、
必
要
経

費
の
領
収
書
な
ど

◆
農
業
所
得
…
農
産
物
の
出
荷

伝
票
・
仕
切
書
・
請
求
書
・

領
収
書
・
借
入
金
利
子
証
明

書
、
新
規
に
購
入
し
た
農
機

具
な
ど
に
関
す
る
書
類
、
そ

の
他
収
入
お
よ
び
経
費
が
明

ら
か
に
な
る
書
類

◆
給
与
・
公
的
年
金
収
入
…
平

成　

年
分
の
源
泉
徴
収
票

１６

◆
雑
所
得
・
一
時
所
得
…
支
払

証
明
書
や
通
帳
な
ど
収
入
金

額
が
確
認
で
き
る
書
類

③
各
種
領
収
書
ま
た
は
申
請
書

（
所
得
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
支
払
い
金
額
な
ど
を
証

明
す
る
書
類
を
必
ず
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。）

④
通
帳
な
ど
口
座
確
認
が
で
き

る
書
類

■
そ
の
他　

送
付
さ
れ
る
「
申
告

の
手
び
き
」
等
を
必
ず
一
読
し
、

持
参
す
る
書
類
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
先　

税
務
課
へ

午後の部午前の部
相談会場月　　日

相談対象地区名受付時間相談対象地区名受付時間

坂町１・２１時～４時坂町３・５９時～１１時役場大会議室木２月１０日

幸町１時～４時本町９時～１１時〃月１４日

駅前・栄町１時～４時小国町９時～１１時〃火１５日

緑町１時～４時伊佐領・綱木箱の口９時～１１時〃水１６日

岩井沢１時～４時小渡・上岩井沢９時～１１時〃木１７日

旭町１時～４時北・西９時～１１時〃金１８日

給与所得還付申告１時～４時給与所得還付申告９時～１１時〃日２０日

田沢頭１時～４時年金受給者申告９時～１１時〃月２１日

東原１時～４時舘９時～１１時〃火２２日

尻無沢・今市１時～４時平林９時～１１時〃水２３日

兵庫舘１時～４時大滝９時～１１時〃木２４日

町原、あけぼの１時～４時松岡９時～１１時〃金２５日

増岡１時～４時大宮・宮ノ台９時～１１時〃月２８日

古田１時～４時種沢９時～１１時〃火３月１日

舟渡１時～４時地蔵町・小芦９時～１１時〃水２日

玉川、玉川新田１時～３時３０分足野水、中田山崎、片貝、市野沢９時３０分～１１時玉川コミュニティーセンター木３日

長者原、玉川中里１時～３時３０分小玉川、泉岡９時３０分～１１時梅花皮荘金４日

百子沢、足水中里、樽口９時３０分～１１時足中克雪管理センター月７日

新股、河原角、上大石沢、下大石沢１時～３時３０分上叶水、下叶水９時３０分～１１時叶水基幹集落センター火８日

沼沢１時～３時３０分白子沢、桜沢、間瀬、明沢９時３０分～１１時山形おきたま農協白沼支店水９日

越中里、長沢１時～３時３０分六ヶ字・驚９時３０分～１１時越中里公民館木１０日

五味沢・太鼓沢１時～３時３０分石滝・小股９時３０分～１１時りふれ金１１日

予備日１時～４時予備日１０時～１１時アスモ多目的ホール月１４日

予備日１時～４時予備日１０時～１１時〃火１５日

平平成成１１７７年年度度分分町町・・県県民民税税申申告告相相談談受受付付日日程程

給
与
所
得
還
付
申
告
者
の
み
の
相
談
日
を
設
け
ま
し
た
。

平
成　

年
度
分

１７

２月１０日（木）　～

　
３月１５日（火）　

※２月２０日�は、閉庁日ですが給与所得還付申告書のみの相談日となります。

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談

平成１７年度分町・県民税申告相談受付日程平成１７年度分町・県民税申告相談受付日程
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み
な
さ
ん
が
納
め
た
国
民
年
金
の

保
険
料
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
対

象
と
な
り
ま
す
。
全
額
が
前
年
の
所

得
か
ら
控
除
さ
れ
る
の
で
、
所
得
税

や
地
方
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
基
金
の
掛
金
も

全
額
が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
毎
年
確
定
申
告
前

に
、
基
金
か
ら
加
入
者
に
対
し
て
、

前
年
分
に
掛
か
る
「
社
会
保
険
料
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
証
明
書
を
添
付
し
て
確
定
申
告

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
掛
金
の
上
限
額
は
、
月
額

六
万
八
千
円
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
先　

町
民
課
へ

　退職して国民健康保険に加入したかたのうち、老齢（退職）
年金などを受けているかたとその扶養家族のかたは、退職者
医療制度が適用されます。
　忘れずに届け出をするようにしてください。
■対象となるかた
　次の条件を満たすかたと、その扶養親族のかたが対象と
なります。
①国保に加入しているかた
②老人保健の適用を受けていないかた
③年金（厚生年金、各種共済組合等）を受けられるかたで、そ
の加入期間が２０年以上、または４０歳以降１０年以上あるかた

■医療の自己負担割合

■届出期間　年金証書を受け取ってから１４日以内
■届出に必要なもの　保険証、年金証書、印かん
■届出・問合先　町民課へ

　

明
沢
地
内
（
小
国
リ
レ
ー

セ
ン
タ
ー
手
前
）
に
お
い
て
、

昨
年
７
月
に
発
生
し
た
道
路

災
害
の
復
旧
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

大
型
機
械
の
使
用
も
あ
る

た
め
、
通
行
の
際
は
注
意
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
工
事
期
間

　

３
月　

日
�
ま
で

２５

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

●放し飼いは禁止されています。必ずオリなどで飼う
か、つないで飼うようにしてください。

●散歩の際は必ず引き綱をつけてください。他人に迷
惑をかけるのを防ぐだけでなく、犬を事故、病気な
どから守ります。

●糞の置き去りは周りのみんなに迷惑をかけます。飼
い主として責任をもって始末しましょう。犬の散歩
をするときは、必ず糞の始末ができるもの（ちり紙、
ビニール袋等）を用意してください。

●犬の死亡や登録事項に変更があった場合は早めに届
け出てください。

●問合先：町民課へ

７０歳以上３歳以上７０歳未満３歳未満

１割（または２割）３割２割

道
路
工
事
の

お
知
ら
せ

道
路
工
事
の

お
知
ら
せ

木造
住宅簡易耐震診断
　山形県では、木造住宅の簡易耐震診断
を判定する業務を行っています。昭和５６
年以前に建築した住宅は、古い建築基準
によって建築されています。無料ですの
で、ぜひ診断を受けてみてください。
■必要書類　建築確認申請図面、住宅金

融公庫設計審査図面など
（平面図、仕上げ表など）

■対象建物　木造住宅２階建てのみ（木
造軸組工法および枠組壁工
法）

■申込日時　随時受け付けしますが、事
前に電話で連絡してくださ
い。

■費　　用　無料
■判定時間　１時間程度（後日結果を郵

送する場合もあります）
■問合先　置賜総合支庁
　　　　　西置賜総務建築課
　　　　　建築住宅係
　　　　　（�８８－５１１１）へ

国民健康保険からのお知らせ

退職者医療制度退職者医療制度

犬の飼い主の皆さんへ 犬の飼い主の皆さんへ 

マナーを守りましょう マナーを守りましょう マナーを守りましょう 

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
基
金
の
掛
金
で
税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
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人
口
の
う
ご
き 

誕生おめでとうございます。 

た か や  

岩 井 沢  直　井　貴　哉 
聡　一 
真　美 （ 

り く  

岩 井 沢  窓　橋　　陸 泰　弘 
美　紀 （ 

こ う す け  

小国小坂町 渡　部　康　介 
宏　行 
由　美 （ 

ま あ や  

小 国 町  田部井　眞　彩 
貴　浩 
佳奈子 （ 

そ 　 ら  

黒 沢  保　科　想　羅 
和　則 
　好 （ 

ひ 　 な  

あけぼの 関　本　　　奈 
修　義 
智恵美 （ 

け い  

大 石 沢  吉　田　　渓 
　岳 
久　美 （ 

おくやみ申し上げます。 

人  口　男 … 4,890人（－12） 
女 … 5,144人（－9） 
計…10,034人（－21） 

世帯数 　　3,303世帯（－2） 
平成16年12月31日 

朝 篠  
黒 沢  
岩 井 沢  
小国小坂町 
小 国 町  
岩 井 沢  
舟 渡  
増 岡  

(69) 
(87) 
(67) 
(85) 
(80) 
(89) 
(86) 
(84)

加　藤　一　男 
保　科　ミ　ヨ 
佐　藤　源四郎 
松　田　清四郎 
小　田　森　雄 
佐　藤　みさほ 
佐　藤　ヒサイ 
與　板　テツノ 

岩 井 沢  
新 屋 敷  

大　友　憲　昭 
和　田　美　紀 （ 

兵 庫 舘  
大 石 田町  

安　部　幸　弘 
荒　井　裕　子 （ 

小 玉 川  
東 京 都  

渡　邊　竹　男 
山　田　義　子 （ 

小国小坂町 
飯 豊 町  

小　池　賢　祐 
遠　藤　さくら （ 

結婚おめでとうございます。 
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普
段
撮
影
で
使
っ
て
い

る
カ
メ
ラ
は
、
平
成
四
年

に
発
売
さ
れ
た
も
の
。
十

年
以
上
に
わ
た
り
広
報
お

ぐ
に
の
写
真
を
撮
り
続
け

て
き
ま
し
た
。
傷
だ
ら
け

の
ボ
デ
ィ
ー
に
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
も

切
れ
る
ほ
ど
使
い
込
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
愛
着
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
カ
メ
ラ
も
、
今
月
か
ら
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
小
型
で

高
性
能
な
機
器
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
カ
メ
ラ
が
変
わ
っ
て
も
、

写
真
と
向
き
合
う
姿
勢
だ
け
は
変

え
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。 

（
井
上
）

編編編編編編編編編編編編編編編編集集集集集集集集集集集集集集集集後後後後後後後後後後後後後後後後記記記記記記記記記記記記記記記記編集後記

　

今
月
は
、
化
粧
品
店
ル
ー
ジ
ュ

（
栄
町
）
店
主
時
田
か
よ
子
さ
ん
に

お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
女
性
用
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
化

粧
品
を
中
心
に
扱
う
当
店
は
、
平

成
二
年
よ
り
営
業
を
開
始
し
、
店

名
を「
な
か
や
」
改
め
、「
ル
ー
ジ
ュ
」

と
し
て
新
店
舗
を
開
店
し
ま
し
た
。

私
ど
も
の
店
で
は
、お
客
様
と
の
気

軽
な
会
話
の
中
か
ら
、
お
肌
の
状

態
に
あ
わ
せ
た
化
粧
品
を
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
独
自

の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、会
員
様
に
は
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
エ
ス
テ
や
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
を
「
無
料
」
で
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
敏
感
肌
の
方
に
対
し
て

も
安
心
し
て
使
う
こ
と
の
で
き
る

無
添
加
の
化
粧
品
も
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
の
で
、
化
粧
品
が
肌
に
あ
わ

な
く
お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

今
の
季
節
は
、
乾
燥
や
紫
外
線

な
ど
肌
に
と
っ
て
は
厳
し
い
季
節
を

迎
え
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、基
礎
・

美
白
化
粧
品
を
取
り
揃
え
て
い
る

ほ
か
、
口
紅
や
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
な
ど

春
物
の
新
色
を
取
り
入
れ
た
化
粧

品
も
現
在
、
店
頭
に
並
ん
で
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
お
客
様
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、

皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る
お
店
づ
く
り

を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
店
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

化粧品店ルージュさんの様子


